
7 ■ 広報のしろ 17.3.24 発行 ■

・
学
校
や
警
察
な
ど
と
の
連
携
強
化

学
校
、
警
察
署
を
は
じ
め
と
し
て
、
関
係

機
関
や
団
体
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

を
進
め
る
た
め
、
情
報
交
換
を
図
り
、
連
携

を
強
化
し
ま
す
。

・
防
犯
訓
練
の
実
施

学
校
に
お
い
て
防
犯
訓
練
を
実
施
す
る
ほ

か
、
防
犯
指
導
員
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

・
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

学
校
付
近
や
通
学
路
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
保
護
の
推
進

子
ど
も
が
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
と
き

に
、
子
ど
も
が
一
刻
も
早
く
救
済
さ
れ
、
立

ち
直
っ
て
い
け
る
よ
う
、
専
門
機
関
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
被

害
児
の
家
族
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑴
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
か
ら
自
立
支
援
に

い
た
る
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
を
講
ず
る
た

め
、
関
係
機
関
で
構
成
す
る
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
虐
待
の
発
生
予
防
の
た
め
、
日
常

的
な
育
児
相
談
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑵
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
の
推
進

母
子
家
庭
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
、
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
自

立
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

子
ど
も
の
養
育
や
就
労
な
ど
に
関
す
る
相

談
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

母
子
生
活
支
援
施
設
の
運
営
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
施
設
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑶
障
害
を
も
つ
子
ど
も
を
支
援
す
る
施
策
の

充
実

障
害
の
原
因
と
な
る
疾
病
や
事
故
の
予

防
、
障
害
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
の
推
進

を
図
る
た
め
、
妊
婦
や
乳
幼
児
に
対
す
る
健

康
診
査
や
学
校
に
お
け
る
健
康
診
断
を
推
進

し
ま
す
。

在
宅
の
障
害
児
に
対
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の

支
援
費
制
度
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
児
の
通
園
の
場
を
設
け
、
障

害
児
と
保
護
者
に
対
す
る
指
導
を
行
う
た

め
、
障
害
児
通
園
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

保
育
所
や
学
校
、
留
守
家
庭
児
童
会
で
の

障
害
児
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
、
幼
稚
園
へ

の
受
け
入
れ
も
促
進
し
ま
す
。

教
育
や
療
育
に
特
別
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
子

ど
も
に
つ
い
て
適
切
な
教
育
的
支
援
を
行
う

よ
う
努
め
ま
す
。

★
計
画
の
実
施
に
関
し
て

⑴
地
域
社
会
全
体
の
協
働
に
よ
る
推
進

子
ど
も
と
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す

る
た
め
、
家
庭
、
地
域
、
企
業
、
行
政
が
一

体
と
な
り
、
協
働
し
て
対
策
を
推
進
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

⑵
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
管
理
・
評
価

関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な

る
組
織
を
設
置
し
、
年
度
ご
と
の
計
画
の
実

施
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
今
後
の
対
策

に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
少
な
く
と
も
１

回
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
状
況

を
公
表
し
、
計
画
の
実
施
状
況
や
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
意
見
を
求
め
る
も

の
と
し
ま
す
。

⑶
庁
内
の
推
進
体
制
の
整
備

庁
内
の
担
当
部
所
の
体
制
を
強
化
し
、
関

係
所
管
課
の
調
整
の
円
滑
化
や
対
策
の
総
合

的
・
効
果
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

※
計
画
︵
素
案
︶
に
対
す
る
意
見
募
集
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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『子どもは家庭の宝　社会の宝』という

言葉があります。

しかし、子どもの数が年々減少し、『広

報のしろ』にも少子化を心配する市民の声

が時々、載せられています。

15年の日本における合計特殊出生率は

1.29。このままでいくと、21世紀末には

日本の人口は半減すると言われています。

国は、こうした事態を改善するため、15年に次世代育成支援対策

推進法を制定し、17年４月より、各市町村や一定規模以上の企業に、

少子化対策の具体的な行動計画を策定することを義務づけました。

市では、今まで進めてきた「エンゼルプラン」を、より発展させた

計画の素案を策定し、能代市次世代育成支援対策協議会を立ち上げま

した。福祉・保健・医療・教育などの関係者で構成された協議会では、

各委員が事の重要性を認識し、真剣な協議を行い、素案に対する提言

を行動計画に反映させています。

【子育てをみんなで支え、子どもとともに輝くまち】をめざして、

安心して子どもを産み、育てやすい環境をつくることを目的に行動計

画は作られています。少子化は、地域全体の大きな課題です。家庭・

地域・企業・行政などが一体となって、計画に取り組んでいく必要性

を強く感じています。

みんなで支える次世代育成みんなで支える次世代育成

能代市次世代育成支援対策
協議会会長　畠山良子さん
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保
護
を
要
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応

な
ど
の
取
組
の
推
進


